
RYUOLAの由来：神秘の力あふれる「龍」と、希望をもたらすさまざまなモチーフから漂う「オーラ」を融合させた造語。

古来より魔除けとして用いられた鱗模様。
龍の鱗は神秘の力をもつとされ、「再生」を表すものとして使われてきました。
この日本古来の模様に、幸福を呼ぶ西洋のさまざまなフォークロア模様を融合。
華やかに、艶やかに。暮らしに豊かさを添えて。

希望が、豊かさが、あふれだす。

「リュオラ」 の柄

●リュオラの名称と柄は、商標登録・意匠登録出願済です。

葡萄酒色と滅赤（けしあか）、2色の更紗と黒漆で描いた龍の鱗模様は、神秘の生命力が湧き出るような躍動感の
あるイメージで「再生」を表現。それぞれの鱗模様には「樫の葉」「チューリップ」など西洋のフォークロア模様を14種類
もあしらい、日々の暮らしを丁寧に紡ぐためのメッセージを込めました。
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主なフォークロア模様
1

2
長寿の象徴「樫の葉」
歓迎を意味する「パイナップル」

3

4
無垢・明朗を表す「デイジー」
愛情のシンボル「ハート」

5

6
博愛を意味する「チューリップ」
繁栄の象徴「たくさんの果実」






